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議会だより議会だより

第１回定例会
平成23年度当初予算が可決!･ ･･････････････････２ページ
各常任委員会で詳しく審査!････････････････････６ページ
12議員が　一般質問　「市政のここを聞く!」･･････ 10ページ
地域活性化交付金（第１回臨時会）･････････････ 22ページ

第２回臨時会のあらまし･･･････････････････････ 23ページ
平成22年度政務調査費の支出状況･･･････････････ 24ページ
議会のうごき･････････････････････････････････ 26ページ
こんにちは志摩びとさん･･･････････････････････ 26ページ

志摩の人物史②

志摩町和具（おりきの松公園）　アメリカからりきが
持ち帰ったといわれるニューカレドニア松

伊
 い　 とう　

東 り き
片田村（現 志摩町片田）の医師の娘として

生まれ、上京して知り合った米人から聞いた
アメリカの歴史や風土に関心を抱き明治22年
に渡米。その後、りきの渡米を機に、多くの者
が移民としてアメリカへ旅立ち、片田の北米
移民の歴史が始まりました。彼らはアメリカか
ら相当な額の仕送りを続け、郷土の発展に尽
くしたといいます。
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前年比
2.1％増

　平成23年第１回定例会を２月28日から３月24日までの
25日間の会期で開催しました。
　この議会では平成23年度一般会計予算をはじめ、条
例の制定案３件、廃止案４件、一部改正案９件のほか、
22年度の補正予算など合計40議案を可決しました。
　また、一般質問には12人が活発な議論を展開しました。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
４
３
億
３
９
１
７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

５
億
２
７
０
万
円
（
２
・
１
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
「
財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
に
、
施
設
の
統
廃
合
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
の
見
直
し
、
歳
入
の
見
直
し

等
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

長
公
約
の
実
現
に
向
け
て
「
志
摩
市
再
起
動
枠
」
予
算
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

予算決まる!!

市
税
22.9％

2.7％
1.6％
1.6％
2.0％

地方交付税　34.1％

市

債
15.6％

国庫
支出金
9.7％

自主
　財源
30.8％依存

　財源
69.2％

県支出金
5.9％

3.9％

みなさん
からの税金

55億
8555万円

23億
5910万円

繰越金（4億円）

使用料及び手数料
（3億8842万円）

繰入金ほか
（4億9289万円）

6億4529万円

14億
3662
万円

借りる
お金
37億

8500万円

地方消費税交付金ほか
（9億4630万円）

国からもらえ、
市が自由に使えるお金

83億円

諸収入

民生費
31.3％

公債費
13.8％

衛生費
13.3％

教育費
12.3％

土木費
7％

消防費
5.2％

商工費
ほか
5.3％

総務費
12.5％

高齢者、障がい者
児童の福祉 など
76億2144万円

学校教育、
生涯学習など
29億9915万円

15億5007万円

12億6339万円

道路や
公園の
整備など

12億
8293
万円

借金の
返済
33億

6331万円ごみ処理や
保健事業など
32億2683万円

市役所の
維持・管理、
広報など
30億
3205万円

歳  

入

歳  
出

17万円
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会 計 区 分 本年度予算（円） 前年度予算（円） 増　　減（円）

一 般 会 計 243億3917万 238億3647万 5億270万

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 75億6642万 77億4930万 △1億8288万

老 人 保 健 ―　 800万 △800万

後 期 高 齢 者 医 療 10億7820万 10億4595万 3225万

介 護 保 険 50億7356万 47億5772万 3億1584万

下 水 道 事 業 4億8483万 5億1367万 △2884万

公 共 駐 車 場 整 備 2171万 182万 1989万

公 共 用 地 取 得 整 備 ―　 283万 △283万

住宅新築資金等貸付事業 1353万 1759万 △406万

小 計 142億3825万 140億9688万 1億4137万

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 37億126万 23億8274万 13億1852万

収益的支出 15億1730万 16億8207万 △1億6477万

資本的支出 21億8396万 7億67万 14億8329万

国民健康保険病院事業会計 20億6888万 17億5186万 3億1702万

収益的支出 17億54万 16億2465万 7589万

資本的支出 3億6834万 1億2721万 2億4113万

小 計 57億7014万 41億3460万 16億3554万

志摩市全体予算総額 443億4756万 420億6795万 22億7961万

当初予算一覧（△印は減額です。）

※老人保健特別会計・公共用地取得整備特別会計は、平成22年度末で廃止となりました。

平成23年3 月末の一般会計・特別会計の市債（借金）と基金（預金）の状況
●　市債残高・・・324億9003万円　（市民一人あたり約57万円）
●　基金残高・・・  67億8821万円 （市民一人あたり約12万円）

第1回（3月）定例会

平成２３年度 当初

243億39〈一般会計〉
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「志摩市再起動枠」予算事業
～11事業（約2億6000万円）の内容～

　

「
新
し
い
里
海
」
を
目
指

し
、
基
本
計
画
の
策
定
を
行

う
た
め
、
計
画
策
定
委
員
会

の
設
置
、
研
修
会
の
実
施
等
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
「
稼
げ
る
・
学
べ

る
・
遊
べ
る
里
海
」
の
創
生

を
推
進
し
ま
す
。

　

市
内
５
カ
所
に
あ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

対
応
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
へ
の
対
応
の
た
め
、

小
中
学
校
を
対
象
と
す
る

総
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。

○
里
海
創
生
事
業　
　
　

１
０
５
３
万
円

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
１
万
円

○
磯
部
小
学
校
屋
内
運
動

　

場
事
業

　
　
　
　
　

１
５
５
万
円

　

老
朽
化
の
激
し
い
屋
内
運
動
場

の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、
改
築

等
を
行
う
た
め
の
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

○
神
明
地
区
幼
保
一
体
化

　

施
設
整
備
事
業

　
　
　
　

３
２
８
８
万
円

○
大
王
地
区
幼
保
一
体
化

　

施
設
整
備
事
業

　
　
　
　

３
４
０
９
万
円

○
カ
キ
浄
化
管
理
出
荷
施

　

設
整
備
補
助
事
業

　
　

１
億
１
４
７
０
万
円

　

的
矢
地
区
に
お
け
る
カ
キ
養
殖

の
振
興
の
た
め
、
老
朽
化
し
た
カ

キ
の
浄
化
管
理
出
荷
施
設
の
新
設

を
支
援
し
ま
す
。

　

神
明
地
区
２
施
設
お
よ
び
大
王

地
区
５
施
設
を
統
合
し
、
幼
保
一

体
化
施
設
と
し
て
、
新
た
な
場
所

に
整
備
す
る
た
め
、
造
成
設
計
・

基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。
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○
文
岡
中
学
校
屋
内

　

運
動
場
耐
震
化

　

事
業

　
　
　

４
８
０
万
円

○
波
切
中
学
校
校
舎

　

大
規
模
改
造
事
業

　
　
　

４
６
３
万
円

○
伊
雑
ノ
浦
環
境
改
善
事
業

　

４
４
６
万
円

○
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

　

タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
　
　

８
９
６
万
円

○
離
島
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

　

供
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　

７
５
万
円

　

耐
震
化
の
必
要
な
社
会
体

育
館
を
文
岡
中
学
校
屋
内
運

動
場
と
し
て
耐
震
化
工
事
を

行
う
た
め
、
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

老
朽
化
の
激
し
い
校
舎
で

の
教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

漁
場
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
に
、
必

要
な
試
験
・
基
礎
デ

ー
タ
の
収
集
を
行
い
、

今
後
の
た
め
の
事
業

化
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

　

育
児
不
安
等
の
相
談
支
援
等
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
育
成
・
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

阿
児
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
形
態
変
更
に
伴
い
、
運
営
補

助
・
施
設
改
修
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
離

島
に
住
む
要
介
護
者
等
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際
に
負
担
し

た
船
賃
を
補
助
し
ま
す
。
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問　

大
王
町
絵
か
き
の
町
だ

け
の
絵
画
を
集
め
る
の
か
。

市
内
全
域
の
旧
町
時
代
に

収
集
し
て
い
る
も
の
も
含

め
て
展
示
す
る
の
か
。

答　

現
在
、
市
内
の
各
施
設

に
展
示
し
て
い
る
絵
画
は
、

大
王
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

企
画
展
等
で
利
用
す
る
時

に
は
集
め
て
展
示
し
、
企

画
展
終
了
時
に
も
と
の
施

設
に
返
す
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　
　

市
が
保
有
し
て
い
る
絵

画
で
、
現
在
展
示
し
て
い

な
い
も
の
は
、
大
王
美
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
倉
庫
に
保

管
す
る
。

問　

観
覧
料
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
使
用
料
の
徴
収
と
無
料

入
場
者
数
等
の
把
握
な
ど
、

管
理
運
営
の
対
応
は
。

答　

券
売
機
で
入
館
券
を
購

入
し
て
も
ら
い
、
受
付
で

入
場
券
と
引
き
換
え
、
人

数
等
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
無
料
に
よ
る
入
場
者

数
は
日
計
表
等
で
整
理
す

る
。

問　

展
示
室
の
使
用
料
は
、

前
日
も
し
く
は
時
間
単
位

と
い
う
こ
と
だ
が
、
長
期

に
２
週
間
以
上
の
使
用
を

希
望
さ
れ
た
場
合
の
対
応

は
。

答　

一
週
間
使
用
し
た
場
合

も
１
日
７
０
０
０
円
か
け

る
７
日
分
の
使
用
料
と
な

る
が
、
今
後
使
用
期
間
の

上
限
も
含
め
て
協
議
し
た

い
。

総務財政常任委員会（６件）

常任委員会の審査から

○ 暴力団排除条例の制定　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（賛成全員）
○ 絵かきの町・大王美術ギャラリーの設置及び管理に関する条例の制定　・・・（賛成全員）
○ 農村地域工業等導入促進に伴う固定資産税の特例に関する条例の廃止　・・・（賛成全員）
○ 議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正　・・・（賛成全員）
○ 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正　・・・（賛成全員）
○ 特別会計条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（賛成全員）

― 付託案件･主な質疑 ―

大
王
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
　

大
王
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

○
絵
か
き
の
町
大
王
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定

大王美術ギャラリーオープニングセレモニー

教育民生常任委員会（６件）
○ 斎場建設基金条例の廃止　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・（賛成全員）
○ 阿児社会体育館の設置及び管理に関する条例の廃止　・・・・・・・（賛成全員）
○ 奨学金条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・（賛成全員）
○ 子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の一部改正　・・・（賛成全員）
○ 老人憩いの家の設置及び管理に関する条例及び介護予防拠点
　 施設の設置及び管理に関する条例の一部改正　　　　・・・・・・・（賛成全員）
○ 休日夜間応急診療所の設置及び管理に関する条例の一部改正　・・・（賛成全員）
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問　

学
校
施
設
と
し
て
の
耐

震
補
強
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
工
事
内
容
、
施
設
内
の

設
備
の
補
修
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答　

現
在
の
屋
内
運
動
場
は

耐
震
性
が
な
く
、
外
壁
が

一
部
落
ち
、
床
も
傷
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
23
年
４

月
か
ら
実
施
設
計
を
行
い
、

24
年
７
月
頃
か
ら
工
事
に

入
り
、
翌
年
３
月
ま
で
に

完
了
し
た
い
。

　
　

設
備
の
補
修
は
、
移
動

す
る
備
品
以
外
の
付
属
設

備
に
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
耐
震
補
強
と

大
規
模
改
造
の
中
で
整
備

を
し
た
い
。

問　

体
育
館
改
造
後
の
一
般

市
民
の
利
用
方
法
は
。

　
　

ま
た
、
旧
体
育
館
の
取

り
壊
し
の
時
期
と
、
跡
地

は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

23
年
４
月
１
日
か
ら
、

学
校
開
放
施
設
と
し
て
一

般
の
社
会
体
育
で
利
用
で

き
る
が
、
24
年
度
は
工
事

に
入
る
た
め
１
年
間
は
使

用
で
き
な
い
。

　
　

文
岡
中
学
校
の
旧
体
育

館
の
取
り
壊
し
は
、
新
し

い
体
育
館
の
大
規
模
改
造

に
併
せ
て
24
年
12
月
頃
か

ら
解
体
工
事
を
行
い
、
解

体
後
は
駐
車
場
と
し
て
整

備
し
た
い
。

問　

阿
児
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
通
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
何
人
で
、
今
後

ど
こ
に
行
く
こ
と
に
な
る

の
か
。

答　

阿
児
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
21
年
10
月
か
ら
運

営
し
て
お
り
、
21
年
度
の

６
ヵ
月
間
の
利
用
者
は

１
４
０
０
人
、
22
年
度
の

４
月
か
ら
１
月
ま
で
は

４
３
４
２
人
の
利
用
が
あ

っ
た
。

　
　

23
年
４
月
か
ら
は
、
社

会
福
祉
法
人
洗
心
福
祉
会

の
「
し
ま
の
杜
保
育
園
」

に
隣
接
す
る
「
シ
ル
バ
ー

ケ
ア
豊
壽
園
」
の
中
に
あ

る
民
設
民
営
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
運
営
を
お

願
い
す
る
予
定
で
い
る
。

問　

「
代
々
木
高
校
」
か
ら

移
設
し
た
理
由
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
状
況
は
。

　
　

ま
た
、
志
摩
と
磯
部
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は
。

答　

移
設
の
主
な
理
由
は
、

「
代
々
木
高
校
」
は
部
屋

が
狭
く
、
相
談
す
る
ス
ペ

ー
ス
が
な
い
う
え
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
場

所
が
代
々
木
高
校
と
兼
用

に
な
っ
て
い
て
不
便
で
あ

る
こ
と
と
、
洗
心
福
祉
会

は
松
阪
に
同
様
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
る
の
で
知
識
や
経

験
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
民

間
に
委
託
す
る
と
人
件
費

が
補
助
金
の
基
準
範
囲
の

４
３
６
万
円
で
済
む
こ
と

で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
21
年
度
の
年
間

利
用
実
績
で
は
志
摩
が

２
３
２
７
人
、
磯
部
が

３
２
３
１
人
で
、
い
ず
れ

の
セ
ン
タ
ー
に
も
読
み
聞

か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

退
職
さ
れ
た
保
育
士
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
っ
て

く
れ
て
い
る
。

○
阿
児
社
会
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

○
磯
部
農
業
就
業
改
善
セ

　

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

　

に
関
す
る
条
例
の
廃
止

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

阿
児
社
会
体
育
館
を

　
　

文
岡
中
学
校
屋
内
運
動
場
に

阿
児
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
民
設

民
営
へ

磯
部
農
業
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー

の
設
置
管
理

条
例
を
廃
止

問　

こ
の
施
設
の
将
来
の
利

用
形
態
と
名
称
は
。

答　

現
在
は
、
事
務
所
お
よ

び
書
庫
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
建
設
時
の
補
助
事

業
と
し
て
の
目
的
は
達
せ

ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
、

今
後
は
有
効
活
用
の
た
め

に
行
政
財
産
か
ら
普
通
財

産
へ
移
管
す
る
。

　
　

名
称
は
、
「
磯
部
農
業

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
」
の

ま
ま
で
と
思
っ
て
い
る
が
、

ま
ず
条
例
を
廃
止
し
て
か

ら
検
討
す
る
。

産業建設常任委員会（４件）
○ 磯部農業就業改善センターの設置及び管理に関する条例の廃止・・・（賛成全員）
○ 公園条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・（賛成全員）
○ 市道路線の認定　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・（賛成全員）
○ 市道路線の廃止　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・（賛成全員）
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志
摩
市
合
併
を
機
に
、
三

重
県
と
志
摩
市
の
間
で
県
営

志
摩
水
道
の
事
業
譲
渡
、
移

管
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

水
道
事
業
の
譲
渡
に
よ
り

市
民
の
給
水
サ
ー
ビ
ス
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
決
断

し
、
水
道
事
業
の
一
元
化
が

平
成
23
年
４
月
に
実
現
し
ま

し
た
。 水

道
一
元
化

ス
タ
ー
ト
！

平成２２年度一般会計予算は８９４８万円を減額し、２５１億９３３９万円としました。
特別会計、企業会計補正予算もそれぞれ原案のとおり可決しました。

平成22年度補正予算を可決

補正後（円） 補正前（円） 補正額（円）

一 般 会 計 251億9339万 252億8287万 △8948万

特 

別 

会 

計

国民健康保険 77億748万 77億6052万 △5304万

老人保健 710万 828万 △118万

後期高齢者医療 10億4024万 10億5377万 △1353万

介護保険 50億1730万 49億802万 1億928万

下水道事業 5億1292万 5億642万 650万

公共用地取得整備 1116万 283万 833万

住宅新築資金等貸付事業 1833万 1759万 74万

企 

業 

会 

計

水道事業
収益的支出 17億1219万 16億7643万 3576万

資本的支出 6億7630万 7億391万 △2761万

市立国民健康
保険病院事業

収益的支出 16億6921万 16億6140万 781万

資本的支出 1億1487万 1億2632万 △1145万

補正予算一覧（△印は減額です。）

主な補正予算
• 障害者福祉費　　　・ ・・・・・・・・・・・・△２４９９万円

•老人福祉費　　　　・ ・・・・・・・・・・・・△２２０２万円

•扶助費　　　　　　・ ・・・・・・・・・・・・・３６６８万円

•環境保全費　　　　・ ・・・・・・・・・・・・△１９９１万円

•清掃総務費　　　　・ ・・・・・・・・・・・・△５５７５万円

•し尿処理費　　　　・ ・・・・・・・・・・・・△６３７８万円

•情報システム管理費・ ・・・・・・・・・・・・△１７４３万円

•学校管理費　　　　・ ・・・・・・・・・・・・△８９９０万円

•学校建設費　　　　・ ・・・・・・・・・・・・△１５４１万円
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議 案 の 審 議 結 果 一 覧 表
議　　案　　名 議決結果

議案第 ２号 土地開発公社の解散 賛成全員　可決
議案第 ３号 暴力団排除条例の制定 賛成全員　可決
議案第 ４号 絵かきの町・大王美術ギャラリーの設置及び管理に関する条例の制定 賛成全員　可決
議案第 ５号 行政組織の変更に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 賛成多数　可決
議案第 ６号 農村地域工業等導入促進に伴う固定資産税の特例に関する条例の廃止 賛成全員　可決
議案第 ７号 斎場建設基金条例の廃止 賛成全員　可決
議案第 ８号 阿児社会体育館の設置及び管理に関する条例の廃止 賛成全員　可決
議案第 ９号 磯部農業就業改善センターの設置及び管理に関する条例の廃止 賛成全員　可決
議案第10号 職員定数条例の一部改正 賛成多数　可決
議案第11号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正 賛成全員　可決
議案第12号 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 賛成全員　可決
議案第13号 特別会計条例の一部改正 賛成全員　可決
議案第14号 奨学金条例の一部改正 賛成全員　可決
議案第15号 子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 賛成全員　可決

議案第16号 老人憩の家の設置及び管理に関する条例及び介護予防拠点施設の設置
及び管理に関する条例の一部改正 賛成全員　可決

議案第17号 休日夜間応急診療所の設置及び管理に関する条例の一部改正 賛成全員　可決
議案第18号 公園条例の一部改正 賛成全員　可決
議案第19号 平成２２年度一般会計補正予算（第７号） 賛成全員　可決
議案第20号 平成２２年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 賛成全員　可決
議案第21号 平成２２年度老人保健特別会計補正予算（第２号） 賛成全員　可決
議案第22号 平成２２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 賛成多数　可決
議案第23号 平成２２年度介護保険特別会計補正予算（第４号） 賛成全員　可決
議案第24号 平成２２年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） 賛成全員　可決
議案第25号 平成２２年度公共用地取得整備特別会計補正予算（第１号） 賛成全員　可決
議案第26号 平成２２年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号） 賛成多数　可決
議案第27号 平成２２年度水道事業会計補正予算（第３号） 賛成多数　可決
議案第28号 平成２２年度市立国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号） 賛成全員　可決
議案第29号 平成２３年度一般会計予算 賛成多数　可決
議案第30号 平成２３年度国民健康保険特別会計予算 賛成全員　可決
議案第31号 平成２３年度後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数　可決
議案第32号 平成２３年度介護保険特別会計予算 賛成全員　可決
議案第33号 平成２３年度下水道事業特別会計予算 賛成全員　可決
議案第34号 平成２３年度公共駐車場整備特別会計予算 賛成全員　可決
議案第35号 平成２３年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 賛成多数　可決
議案第36号 平成２３年度水道事業会計予算 賛成多数　可決
議案第37号 平成２３年度市立国民健康保険病院事業会計予算 賛成全員　可決
議案第38号 市道路線の認定 賛成全員　可決
議案第39号 市道路線の廃止 賛成全員　可決
議案第40号 工事請負契約の変更（平成２２年度 防災行政無線設備整備第３期工事） 賛成多数　可決
議案第41号 工事請負契約の変更（平成２１年度 防災行政無線戸別受信機設置整備工事） 賛成全員　可決
請願第 １号 所得税法第56条の抜本的見直しを求める請願書 賛成少数　不採択
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問　

志
摩
市
の
経
営
戦
略
書

で
あ
る
志
摩
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
柱
に
、
今
後

５
年
間
の
最
重
点
施
策
と
し

て
「
新
し
い
里
海
の
創
生
事

業
」
を
据
え
た
決
意
・
想
い

を
伺
い
ま
す
。
又
、
事
業
展

開
は
、
ど
の
部
門
が
中
心
で

取
り
組
ん
で
い
く
の
で
す
か
。

市
長　

東
ア
ジ
ア
海
洋
会
議

で
は
、
海
は
命
の
源
で
あ
り

海
の
重
要
性
を
、
ま
た
沿
岸

海
域
の
生
物
生
産
性
と
生
物

多
様
性
を
説
く「
九
州
大
学
」

柳
教
授
の
里
海
論
で
も
感
銘

を
う
け
、
志
摩
市
は
、
水
産

業
や
観
光
業
を
主
体
と
す
る

産
業
振
興
を
図
り
経
済
を
継

続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

里
海
創
生
の
概
念
に
基
づ
く

「
地
域
づ
く
り
の
取
組
」が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
水
質
の
浄
化

だ
け
で
は
な
く「
豊
か
な
海
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。国
や
県
、関

係
団
、
市
民
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
行
政
、
漁
業
や

観
光
業
は
も
と
よ
り
、
産
業

界
、
学
校
や
市
民
み
ん
な
が

主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
内
部
の
情

報
の
共
有
や
調
整
、
外
部
組

織
と
の
連
携
、
市
民
へ
の
情

報
発
信
部
署
と
し
て
、
産
業

振
興
部
を
商
工
観
光
部
と
農

林
水
産
部
に
分
割
し
、
農
林

水
産
部
に
里
海
推
進
室
を
新

設
し
ま
す
。「
志
摩
市
里
海
創

生
基
本
計
画
」
の
策
定
を
急

ぎ
、
国
内
で
も
先
進
の
計
画

で
あ
り
、
内
閣
官
房
や
環
境

省
を
初
め
と
し
た
国
の
関
係

機
関
や
海
洋
政
策
研
究
財
団

等
の
力
を
借
り
て
事
業
展
開

し
て
行
き
ま
す
。

問　

地
域
振
興
・
地
域
づ
く

り
の
手
段
と
し
て
、
旧
町
の

伝
統
文
化
・
歴
史
・
地
域
産

業
・
人
の
宝
等
を
見
直
し
、

旧
町
時
代
に
取
組
ん
だ
施
策

の
検
討
を
行
い
「
稼
げ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を

行
う
と
力
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
の
将
来
像
、
作
業

手
順
等
を
問
い
ま
す
。

12
議
員
が
一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
聞
く
！

「里海」

「ゾーニング」を

どの様に活かすのか

問　

市
の
観
光
振
興
の
基
本

戦
略
を
示
し
た
観
光
振
興
プ

ラ
ン
並
び
実
施
計
画
の
進
捗

状
況
を
伺
い
ま
す
。
又
、「
新

し
い
里
海
創
生
の
計
画
」
並

び
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
戦
略
」
は

ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
せ

る
の
か
問
い
ま
す
。

市
長　

後
期
総
合
計
画
の
柱

に
位
置
づ
け
た
「
新
し
い
里

海
づ
く
り
」に
よ
る
稼
げ
る
・

学
べ
る
・
遊
べ
る
を
志
摩
市

観
光
の
顔
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
志
摩

市
の
観
光
資
源
の
核
と
な
る

テ
ー
マ
を
「
里
海
の
旅
」
で

表
現
し
、
他
地
域
と
差
別
化

し
た
切
り
口
で
商
品
化
す
る
。

そ
し
て
「
里
海
の
旅
」
を
紐

解
き
に
五
つ
の
地
域
に
入
る

と
、
そ
こ
に
は
多
種
多
様
で

異
な
っ
た
地
域
ご
と
の
顔
と

魅
力
が
点
在
し
、
一
過
性
で

は
味
わ
え
な
い
旅
の
楽
し
み

が
存
在
し
、
志
摩
な
ら
で
は

の
旅
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
構
築

さ
れ
る
と
い
う
戦
略
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
観

光
振
興
プ
ラ
ン
に
落
と
し
込

み
な
が
ら
新
た
な
志
摩
市
観

光
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
ま
す
。

※　

そ
の
他
、
弱
者
の
た
め

　

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
バ
ス
運

　

行
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

　

た
。

議員
森 昶

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

狙
い
と
手
順
は
？

今
な
ぜ
？

里
海
創
生
な
の
か
？

市
長　

各
町
に
は
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
独
自
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
浜
島
町
は
イ
セ

エ
ビ
王
国
の
町
、
大
王
町
は

灯
台
・
絵
か
き
の
町
、
志
摩

町
は
ア
ワ
ビ
王
国
の
町
、
阿

児
町
は
真
珠
や
あ
の
り
ふ
ぐ

の
町
、
磯
部
町
は
伊
雑
宮
や

無
菌
カ
キ
の
町
な
ど
で
あ
り

ま
す
。
合
併
後
は
市
と
し
て

の
一
体
感
の
醸
成
も
図
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
は
各
町
の
特
色
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
政

策
に
取
り
か
か
る
時
期
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
20
年
度
策

定
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
全
体
構
想
で
は
、
特

徴
的
な
地
域
を
一
体
的
に
結

び
つ
け
連
携
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
全
体
と
し
て
魅
力
あ
る

都
市
を
目
指
す
と
し
て
お
り

ま
す
。
旧
町
時
代
か
ら
継
続

し
て
き
た
「
地
区
構
想
」
を

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
地
域
づ
く
り
の
理
念
・
地

域
構
想
整
備
の
方
策
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
持
つ
多

面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

の
整
備
統
合
・
連
携
運
用
を

図
る
こ
と
が
、
地
域
振
興
に

拍
車
が
か
か
り
相
乗
効
果
を

生
み
出
し
、
稼
げ
る
ま
ち
づ

く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。
作
業
手
順
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
今
後
の

取
り
組
み
に
掲
げ
た
各
施
策

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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問　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
は
深
刻
な
状
況
で

す
。そ
こ
で
就
農
の
現
状
、新

規
就
農
を
促
す
施
策
と
、
今

後
の
農
業
施
策
の
展
望
に
つ

い
て
当
局
の
視
点
を
伺
い
ま

す
。

市
長　

現
状
は
農
家
人
口
は
、

大
幅
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
農
地
の
大
半
は
小
区
画

で
あ
り
、
条
件
の
悪
い
山
間
、

問　

本
年
は
国
連
が
定
め
た

国
際
森
林
年
で
す
。
森
林
、

林
業
、
木
材
産
業
の
再
生
発

展
に
向
け
た
取
り
組
を
推
進

す
る
た
め
に
、
本
市
の
森
林
、

林
業
の
現
状
認
識
、
対
応
策

と
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

森
林
は
木
材
生
産
の

ほ
か
、
国
土
の
保
全
、
水
源

の
涵
養
な
ど
、
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
役

問　

低
所
得
世
帯
の
子
ど
も

に
対
す
る
学
習
支
援
に
つ
い

て
、
学
習
塾
代
や
受
験
費
用

の
無
利
子
貸
し
付
け
を
支
援

策
の
一
環
と
し
て
奨
学
金
等

と
合
わ
せ
て
検
討
推
進
を
提

案
し
ま
す
が
所
見
は
。

市
長　

低
所
得
者
世
帯
の
子

ど
も
に
対
し
て
の
支
援
の
必

要
性
は
、
十
分
理
解
し
て
い

ま
す
が
、
貸
し
付
け
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
の
財
政
事

業
か
ら
市
単
独
の
事
業
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
公
約
資
金
貸
付
制
度

を
有
効
に
活
用
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

割
を
果
た
し
て
お
り
、
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
や
生
物
の
多
様
性

確
保
等
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
の
対
応
は
、
磯
部
町

の
人
工
林
を
中
心
に
森
林
整

備
計
画
に
沿
っ
て
、
伊
勢
志

摩
森
林
組
合
に
委
託
し
て
管

理
に
努
め
て
お
り
、
森
林
環

境
創
造
事
業
や
森
林
整
備
加

速
化
林
業
再
生
事
業
等
の
補

助
事
業
や
市
単
独
事
業
で
管

理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
、
県
の
補
助

事
業
や
市
単
独
事
業
等
で
継

続
し
て
森
林
の
管
理
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

見
通
し
は
、
農
林
水
産
省

が
森
林
、
林
業
再
生
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。
木
材
な

ど
の
森
林
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
雇
用
、
環
境
に
も

貢
献
す
る
よ
う
国
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会

へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

伊
勢
志
摩
森
林
組
合
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
、
そ
れ
に

応
じ
た
事
業
展
開
を
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

谷
地
田
を
中
心
に
年
々
耕
作

放
棄
地
が
ふ
え
て
い
る
状
況

で
、今
後
は
農
業
、農
地
の
持

つ
多
面
的
な
機
能
を
十
分
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
農
地

と
農
村
関
係
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
鳥
羽

志
摩
農
業
協
同
組
合
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
就
農
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
お

り
、
農
業
塾
を
開
催
し
、
伊

勢
志
摩
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
と
鳥
羽
志
摩
農
業

協
同
組
合
と
も
連
携
し
て
就

農
相
談
を
実
施
し
、
持
続
的

な
農
業
環
境
の
構
築
地
に
向

け
、
市
の
農
業
経
営
の
安
定

を
目
指
し
た
計
画
を
県
及
び

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
合
せ
て
、
農
地

や
基
盤
整
備
施
設
の
維
持
管

理
、
農
業
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

を
推
進
し
、
集
落
道
や
農
業

用
水
路
な
ど
を
整
備
し
て
農

村
集
落
の
定
住
条
件
を
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い
。
ま
た
農

作
物
の
付
加
価
値
の
向
上
な

ど
、
商
工
業
や
観
光
業
と
の

連
携
、
交
流
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

衰退続く農業

国産材（木材）の
利用促進

議員
中 川 弘 幸
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問　

新
年
度
か
ら
行
政
組
織

変
更
の
た
め
の
条
例
整
備
を

行
い
、
里
海
創
生
を
担
う
里

海
推
進
室
を
新
た
に
設
け
、

新
部
署
に
は
部
長
級
の
室
長

を
初
め
４
人
体
制
で
臨
む
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
新

し
い
施
策
で
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
に
は
理
解
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
施
策
は

国
の
施
策
を
原
点
と
し
て
県

を
通
じ
て
当
志
摩
市
へ
勧
め

ら
れ
て
い
る
事
業
と
云
う
認

問　

水
道
事
業
の
一
元
化
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

志
摩
市
と
し
ま
し
て
も
大
き

な
事
業
を
担
っ
て
ゆ
く
訳
で

あ
り
ま
す
が
、
関
連
し
て
１

点
だ
け
確
認
を
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。
神
路
ダ
ム
の
設
置
場

所
で
あ
り
ま
す
磯
部
町
恵
利

原
地
区
に
は
事
業
発
足
当

問　

経
費
削
減
と
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
求
め
て
公
営
施
設
の

運
営
に
民
間
も
参
入
で
き
る

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
て
６
年
が
経
過
し
、
当
市

に
お
い
て
も
順
調
な
運
営
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
制
度
を
導
入
し
て
い
る
組

織
に
お
い
て
問
題
は
生
じ
て

い
な
い
か
、
ま
た
関
連
し
て

議員
森 本 雅 太

里海創生
事業とは

識
で
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う

か
。
１
つ
の
部
局
を
新
設
す

る
必
要
の
あ
る
事
業
な
の
か

そ
の
点
も
あ
わ
せ
て
伺
い
ま

す
。

市
長　

私
は
公
約
に
、
稼
げ

る
ま
ち
づ
く
り
、
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
、
そ
の
稼
げ
る
ま

ち
と
云
う
観
点
か
ら
も
い
ろ

ん
な
施
策
を
考
案
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

２
０
０
７
年
に
は
海
洋
基
本

法
が
で
き
、
国
も
こ
の
海
に

つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
新

し
い
里
海
事
業
を
志
摩
市
か

ら
立
ち
上
げ
声
を
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
国
か
ら
の
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
志
摩
市

の
活
性
化
を
図
り
た
い
。
そ

し
て
１
番
に
声
を
あ
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
会
社
で
言
い

ま
す
と
創
業
者
利
得
を
こ
の

志
摩
市
に
導
入
し
た
い
と
い

う
考
え
で
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
今
回
里
海
創
生

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後

研
究
会
の
開
催
、
志
摩
市
独

自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

海
洋
政
策
研
究
財
団
が
全
国

の
モ
デ
ル
と
し
て
選
定
い
た

だ
い
た
志
摩
市
総
合
沿
岸
管

理
研
究
会
へ
の
参
加
な
ど
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

志
摩
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
で
は
、
新
し
い
里
海
の

創
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
里
海
推
進
室
を

設
置
し
、
稼
げ
る
、
学
べ

る
、
遊
べ
る
、
新
し
い
里
海

を
創
生
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
推
進
室
の
体
制
に
つ
い

て
は
、
経
費
抑
制
が
必
要
な

時
期
で
は
あ
り
ま
す
の
で
４

名
で
は
不
足
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
事
業
は
全
課
に

わ
た
る
事
業
と
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
道
用
水
供
給

事
業
に
関
し
て

指
定
管
理
者

制
度
運
営
の

現
状
は

時
、
大
変
な
ご
理
解
と
ご
無

理
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

当
時
行
政
側
と
地
元
と
の
間

に
何
ら
か
の
約
束
ご
と
等
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

県
企
業
庁
か
ら
志
摩
市
が
事

業
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
大
き

な
変
遷
の
際
に
、
そ
れ
ら
の

約
束
ご
と
が
消
え
て
し
ま
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
無
い

よ
う
、
確
認
し
ま
す
。

市
長　

神
路
ダ
ム
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
創
設
以
来
、
地

元
区
に
は
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

建
設
に
際
し
、
企
業
庁
と
の

幾
つ
か
の
約
束
ご
と
に
つ
き

ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
地
元

区
と
充
分
協
議
し
理
解
を
戴

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
元

化
後
の
水
源
地
管
理
に
つ
い

て
も
地
元
区
と
協
力
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

上
下
水
道
部
長　

地
元
調
整

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21

年
度
当
初
か
ら
複
数
回
に
わ

た
り
、
調
整
を
行
い
、
ま
た

企
業
庁
と
恵
利
原
区
と
の
約

束
ご
と
に
つ
き
ま
し
て
は
書

類
で
企
業
庁
か
ら
引
継
ぎ
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

制
度
導
入
施
設
と
の
連
携
、

調
整
等
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

志
摩
市
に
お
き
ま
し

て
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日

現
在
で
42
施
設
で
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
は

７
施
設
を
再
指
定
し
、
新
た

に
２
施
設
で
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
合
計
44
施
設

と
な
る
見
込
み
で
す
。
内
訳

と
い
た
し
ま
し
て
は
社
会
福

祉
法
人
志
摩
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
17
施
設
、
地
元
の
自

治
会
が
17
施
設
、
共
同
事
業

体
を
含
め
ま
す
株
式
会
社
が

３
施
設
、
社
団
法
人
が
３
施

設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
２
施
設
、

そ
の
他
の
法
人
が
２
施
設
と

な
り
ま
す
。
相
手
方
と
の
連

携
等
に
お
き
ま
し
て
は
、
指

定
管
理
者
は
毎
年
度
終
了
後

60
日
以
内
に
そ
の
管
理
す
る

施
設
に
関
す
る
業
務
の
実
施

及
び
利
用
の
状
況
、
使
用
料

又
は
利
用
に
係
る
料
金
の
収

入
の
実
績
、
管
理
に
係
る
経

費
の
収
支
状
況
等
を
記
載
し

た
事
業
報
告
書
を
作
成
し
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
公

の
施
設
の
管
理
の
適
性
を
期

す
る
た
め
指
定
管
理
者
に
対

し
そ
の
管
理
の
状
況
に
関
し

定
期
的
に
、
ま
た
は
必
要
に

応
じ
て
臨
時
に
報
告
を
求
め
、

実
地
に
調
査
し
、
ま
た
必
要

な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
志

摩
市
に
お
き
ま
し
て
は
今
ま

で
の
と
こ
ろ
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

指
定
管
理
の
相
手
先
と
今
ま

で
以
上
に
密
に
連
絡
を
と
り
、

さ
ら
な
る
経
費
削
減
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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志
摩
地
域

一
円
で
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を

議員
中 村 和 晃

問　

我
が
志
摩
市
に
お
い
て
、

ど
の
産
業
を
み
て
も
閉
そ
く

感
は
拭
え
ず
、
厳
し
い
状
況

は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
、

今
後
求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ

ろ
う
地
域
主
体
で
の
自
治
体

運
営
と
い
う
も
の
を
考
え
て

い
く
上
で
地
域
経
済
の
立
て

直
し
は
最
重
要
課
題
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
水
産
業
の
総

合
振
興
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
の
構
造

的
な
不
振
に
よ
る
漁
業
従
事

者
の
減
少
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
行
政
と
漁
業
者
が
協

力
し
て
取
り
組
め
る
も
の
か
、

具
体
策
を
聞
き
ま
す
。

市
長　

漁
場
環
境
や
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
漁
業

従
事
者
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
志
摩
市
は
こ
れ
か
ら
先

も
海
に
関
わ
る
産
業
を
柱
に

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
漁
業
者
と
行
政
、

民
間
も
含
め
て
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、

あ
お
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
あ

の
り
ふ
ぐ
協
議
会
、
伊
勢
え

び
刺
し
網
オ
ー
ナ
ー
、
漁
場

の
再
生
事
業
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
未
利
用
魚
も
有
効

に
活
用
で
き
な
い
か
検
討
す

る
組
織
も
動
き
出
し
て
い
ま

す
。

問　

現
在
の
漁
協
と
の
協
力

体
制
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
要

望
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
か
を
聞
き
ま

す
。

市
長　

地
元
理
事
の
方
々
と

の
調
整
を
密
に
し
、
合
併
以

前
と
変
わ
ら
な
い
体
制
が
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
部
長　

代
表
的
な

も
の
と
し
て
種
苗
放
流
で
は

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ナ
マ
コ
、

ト
ラ
フ
グ
な
ど
に
つ
い
て
漁

協
で
地
元
調
整
を
さ
れ
た
中

で
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
志
摩
市
は
２
分
の
１

補
助
で
新
年
度
予
算
に
計
上

し
ま
す
。
築
磯
に
つ
い
て
は

漁
場
の
造
成
と
い
う
こ
と
で

ア
ワ
ビ
、
伊
勢
え
び
、
サ
ザ

エ
な
ど
の
磯
根
資
源
量
の
増

加
を
図
る
こ
と
で
安
定
し
た

漁
獲
を
維
持
し
、
沿
岸
漁
業

経
営
者
の
経
営
安
定
を
図
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

問　

新
し
い
里
海
創
生
事
業

に
つ
い
て
、
理
想
的
な
サ
イ

ク
ル
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
は

海
の
環
境
を
良
く
し
て
資
源

豊
か
な
海
に
戻
し
て
い
く
こ

と
が
先
決
で
あ
る
と
は
思
う

が
現
在
の
状
況
か
ら
す
る
と
、

そ
れ
ま
で
漁
業
者
が
も
つ
の

か
ど
う
か
。
関
係
者
の
生
活

安
定
の
た
め
に
も
稼
げ
る
里

海
に
力
を
い
れ
る
べ
き
で
は
。

市
長　

地
域
振
興
策
と
し
て

新
し
い
里
海
を
提
唱
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
５
年
、
10
年
で

出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
里

海
を
保
全
す
る
た
め
に
は
森
、

川
、
海
を
一
体
的
に
管
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

行
政
・
一
般
市
民
、
産
業
団

体
、教
育
機
関
、研
究
機
関
な

ど
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
ん

然
一
体
の
施
策
で
、
人
と
海

が
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
太
く
、

長
く
循
環
し
て
い
く
視
点
も

構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
志
摩
市
の
経
済
を

持
続
さ
せ
る
た
め
、
里
海
の

概
念
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
魚
価
に
つ
い
て
も
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
魚
価
も
安
定
し
ま
す
。

現
在
ほ
と
ん
ど
生
体
に
近
い

形
で
凍
結
が
で
き
る
、
ゆ
ら

ぎ
冷
凍
と
い
う
も
の
が
流
行

地域経済の立て直し・
水産業の総合振興策を聞く

す
る
評
価
や
期
待
が
高
ま
り
、

志
摩
の
魅
力
を
内
外
に
伝
え
、

持
続
的
社
会
の
発
展
や
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
志
摩
ブ

ラ
ン
ド
の
特
色
に
つ
い
て
は
、

志
摩
と
い
う
地
域
全
体
で
付

加
価
値
を
付
け
、
他
の
三
重

県
産
と
は
差
別
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
社
会
全
体
が
新
し
い
里
海

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

志
摩
市
で
生
産
さ
れ
る
商
品

は
里
海
イ
メ
ー
ジ
で
高
付
加

価
値
が
あ
る
こ
と
を
市
外
の

方
に
認
識
し
て
も
ら
い
、
差

別
化
し
て
志
摩
の
特
産
品
を

買
っ
て
み
た
い
と
い
う
特
産

品
の
、
ま
た
観
光
地
の
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

志
摩
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
つ
い
て
、
前
期
総
合
計
画

に
お
け
る
取
組
内
容
と
成
果

の
検
証
結
果
、
三
重
ブ
ラ
ン

ド
認
定
11
品
目
の
う
ち
、
志

摩
市
の
主
要
な
特
産
が
５
品

目
あ
る
中
で
ど
の
よ
う
に
特

色
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
か

聞
き
ま
す
。

市
長　

前
期
総
合
計
画
で
は

志
摩
ブ
ラ
ン
ド
の
具
体
的
な

設
定
基
準
、
対
象
商
品
の
性

質
ま
で
は
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
新
し
い
里

海
構
想
で
志
摩
ブ
ラ
ン
ド
を

進
め
て
い
き
、
志
摩
市
に
対

っ
て
お
り
、
市
内
で
も
１
企

業
が
導
入
し
ま
し
た
。
志
摩

市
と
し
て
も
支
援
を
し
て
い

き
、
そ
の
企
業
が
成
功
す
れ

ば
２
件
、
３
件
と
つ
な
げ
魚

価
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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問　

越
賀
・
御
座
か
ら
和
具

中
学
校
へ
の
通
学
区
外
申
請

が
出
さ
れ
承
認
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
学
校
側
か
ら
早

い
時
期
で
の
実
施
の
要
望
が

で
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

等
は
統
合
の
期
限
を
待
た
ず

し
て
前
倒
し
で
実
施
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
市
長
は
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
思
い
ま
す
か
。

市
長　

現
場
の
状
況
、
保
護

者
か
ら
の
要
望
等
を
一
度
つ

ぶ
さ
に
教
育
委
員
会
と
調
査

し
な
が
ら
、
も
し
前
倒
し
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
前
倒
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
、
現
状
の
調
査
か
ら
入

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

学
校
再
編
を
円
滑
に
進

め
、
児
童
生
徒
が
意
欲
を
も

っ
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
老
朽
化
に
伴
う

施
設
改
良
が
財
源
不
足
で
遅

延
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
事
業
を
年
次
的
に
実

施
し
、
学
校
再
編
に
関
連
す

る
諸
課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
未
着
手
事
業

及
び
最
優
先
に
実
施
す
べ
き

事
業
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

学
校
再
編
は
重
要
な

課
題
と
の
認
識
に
立
ち
、「
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

明
る
く
た
く
ま
し
く
心
豊
か

に
育
つ
た
め
の
魅
力
と
活
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

て
」を
合
言
葉
に
、よ
り
よ
い

教
育
条
件
、
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
志
摩
市
立
小
・

中
学
校
再
編
基
本
計
画
を
策

定
し
て
学
校
再
編
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

教
育
部
長　

再
編
後
に
使
用

す
る
学
校
の
教
育
環
境
の
整

備
と
し
て
、
和
具
小
学
校
校

舎
及
び
体
育
館
、
鵜
方
小
学

校
校
舎
、
神
明
小
学
校
校
舎
、

磯
部
小
学
校
校
舎
及
び
体
育

館
、
波
切
中
学
校
校
舎
、
文

岡
中
学
校
校
舎
等
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
整

備
し
、
施
設
の
安
心
・
安
全

を
考
慮
し
な
が
ら
改
築
事
業

や
大
規
模
改
造
事
業
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

問　

離
島
で
生
活
し
て
い
る

市
民
が
最
も
不
安
視
す
る
こ

と
は
、緊
急
医
療
の
対
応
、そ

し
て
、防
火
・
防
災
対
策
が
万

全
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
人
口
減
に
加
え
、
高
齢

化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
不
安

度
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
そ

こ
で
、
消
防
団
員
の
減
少
、

高
齢
化
の
現
実
を
ふ
ま
え
、

今
後
の
防
災
対
策
の
重
要
課

題
及
び
、
緊
急
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
並
び
に
地
域
住
民

と
の
連
携
、
協
力
体
制
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

間崎・渡鹿野地区の
防火・防災対策は
万全か？

市
長　

離
島
に
お
け
る
消
防

団
活
動
に
つ
い
て
は
、
団
員

の
高
齢
化
や
若
い
世
代
の
島

離
れ
な
ど
か
ら
消
防
団
と
し

て
の
活
動
自
体
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
離
島
の
団

員
だ
け
で
の
消
防
活
動
は
限

界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、

志
摩
市
全
体
で
消
防
団
組
織

の
見
直
し
を
行
い
、分
団
、支

団
の
統
合
な
ど
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
緊
急
時
に
は
、
市
民

の
安
心
と
安
全
の
た
め
、
市

行
政
は
迅
速
で
的
確
な
対
応

を
す
べ
き
で
あ
り
、
志
摩
市

地
域
防
災
計
画
を
踏
ま
え
て

市
職
員
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
充
実
を
図
り
、
各
種
の
訓

練
に
よ
る
緊
急
時
の
対
応
力

を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
で
の
防
災
訓

練
や
、
市
全
域
を
対
象
と
し

た
防
災
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
を
通
じ
て
自
治
会

の
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し

て
防
災
活
動
を
進
め
ま
す
。

問　

住
民
の
意
識
改
革
も
大

事
で
す
が
、
講
習
会
の
実
施

や
消
火
器
の
各
戸
配
付
な
ど

の
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

ま
ず
、
間
崎
地
区
に
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
な
対
策
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
う
い

う
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

か
。 

市
長　

確
か
に
老
人
世
帯
で

の
火
の
不
始
末
、
こ
れ
が
一

番
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
Ｉ
Ｈ
調
理
器
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
火
を
使
わ
ず
調

理
場
も
き
れ
い
で
、
熱
管
理

も
楽
で
あ
る
の
で
、
火
の
用

心
に
つ
い
て
あ
る
べ
き
姿
を

探
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

議員
福 田 和 義

教育施設の耐震・雨漏り等の
大規模事業の実施状況
及び今後の重要課題は？

和
具
小
学
校
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問　

大
規
模
小
売
店
舗
の
出

店
説
明
会
が
平
成
19
年
２
月

に
志
摩
市
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
開
発
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
志
摩

市
阿
児
町
に
あ
り
ま
す
ジ
ャ

ス
コ
規
模
の
店
舗
と
伺
い
ま

す
。
現
状
の
出
店
情
報
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問　
「
地
域
の
絆
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
に
つ
い
て
詳
細
を
伺

い
ま
す
。

市
長　

地
域
の
絆
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
23
年
度
事
業
で
、
商

工
会
に
委
託
し
１
名
の
雇
用

を
創
出
す
る
事
業
で
す
。
内

容
は
、
地
域
で
買
い
物
や
草

刈
り
な
ど
の
日
常
生
活
に
支

障
を
来
し
て
い
る
方
々
に
対

し
て
、
仮
称
と
し
て
お
助
け

サ
ポ
ー
ト
と
い
う
人
た
ち
を

派
遣
し
、
困
っ
て
い
る
こ
と

の
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

事
業
で
す
。
お
助
け
サ
ポ
ー

タ
ー
は
商
工
会
が
地
域
で
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら

っ
た
方
が
通
常
は
現
金
で
お

礼
を
し
ま
す
が
こ
の
事
業
で

は
現
金
で
は
な
く
地
域
の
商

店
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
お
買
い
物
券
で
お
礼

を
し
ま
す
。
対
象
者
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
だ
け
で

問　

公
共
施
設
の
警
備
状
況

と
委
託
契
約
の
方
法
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長　

契
約
数
は
本
庁
舎
以

外
で
は
55
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
教
育
委
員
会

の
所
管
が
43
件
、
そ
の
他
12

件
で
う
ち
２
件
は
指
定
管
理

者
が
契
約
を
し
て
お
り
ま
す
。

契
約
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
も

の
が
５
件
、
随
意
契
約
に
よ

る
も
の
が
48
件
で
す
。

警
備
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

セ
ン
サ
ー
等
の
遠
方
監
視
に

よ
る
機
械
警
備
で
異
常
時
に

は
警
備
員
に
よ
る
現
場
対
応

が
行
わ
れ
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

健
康
福
祉

部
の
随
意
契
約
し
て
い
る
施

設
で
長
期
の
も
の
は
、
ひ
の

で
が
丘
保
育
所
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
５
年
か
ら
、
下
之

郷
保
育
所
に
つ
い
て
は
平
成

６
年
、
ひ
ま
わ
り
保
育
所
に

つ
き
ま
し
て
は
平
成
14
年
か

ら
で
す
。

問　

財
政
健
全
化
の
観
点
か

ら
物
価
の
変
動
を
見
る
と
、

長
期
の
随
意
契
約
は
見
直
し

て
入
札
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　

順
次
、
入
札
に
切
り

か
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

総
務
部
長　

耐
用
年
数
も
考

慮
し
た
上
で
、
今
後
の
契
約

に
つ
い
て
見
直
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
く
、
広
く
買
い
物
な
ど
で

困
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
し

て
い
く
予
定
で
す
。
買
い
物

弱
者
対
策
と
地
域
の
商
店
街

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

問　

将
来
は
、
商
店
と
買
い

物
弱
者
の
よ
り
よ
い
関
係
の

中
で
旧
来
の
御
用
聞
き
的
な

事
業
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す

が
、
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

１
年
間
の
事
業
の
た

め
地
域
の
困
り
ご
と
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

将
来
は
商
店
街
の
方
に
引
き

継
い
で
い
た
だ
く
か
、
ま
た

新
し
い
企
業
者
の
方
で
継
続

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議員
山 下　 弘

市
長　

大
型
店
出
店
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
情
報
と
し
て

把
握
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

開
発
面
積
は
５
万
7
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
、
店
舗
面
積

は
約
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
で
食
料
品
、
日
用
生
活
用

品
、
衣
類
等
を
取
り
扱
う
ス

ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
と
伺
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
段

階
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
規
模
の
店
舗
に
な
る

か
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん

し
情
報
も
つ
か
ん
で
お
り
ま

せ
ん
。

問　

こ
の
開
発
業
者
の
許
可

申
請
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

確
認
で
き
ま
し
た
ら
伺
い
ま

す
。

産
業
振
興
部
長　

開
発
許
可

が
平
成
19
年
７
月
27
日
で
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
21
年
７
月

の
26
日
ま
で
が
当
初
の
開
発

期
限
で
し
た
。そ
れ
以
降
、地

震
等
の
影
響
で
と
い
う
理
由

の
中
で
２
年
間
の
延
長
が
出

さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
７

月
１
日
ま
で
の
変
更
が
現
在

出
さ
れ
て
ま
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
正
式
な
動
き
の
把
握
ま

で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

買
い
物
弱
者
対
策
に

有
償
ボ
ラ
ン
ィ
ア
活
動
始
動

磯部地区
大規模小売店舗の
出店はあるのか

公共施設警備委託契約の
長期随意契約は見直しを
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問　

市
立
病
院
の
看
護
師
定

数
と
、
現
状
の
正
規
看
護
師

数
と
そ
の
年
齢
層
及
び
臨
時

看
護
師
数
は
。

市
長　

看
護
師
の
基
準
は
一

般
病
棟
22
人
に
実
配
置
23
人
、

外
来
は
17
人
に
実
配
置
16
人
、

基
準
配
置
は
療
養
病
棟
10
人
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3

人
、
透
析
室
は
法
定
基
準
が

な
く
5
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
部
長　

看
護
師
の

年
齢
層
は
、
60
歳
か
ら
55
歳

が
9
人
、
54
歳
か
ら
50
歳
が

15
人
、
40
歳
代
が
10
人
、
30

歳
・
20
歳
代
が
4
人
。
臨
時

看
護
師
は
14
人
で
す
。

問　

24
年
4
月
1
日
以
降
の

県
（
志
摩
病
院
）
か
ら
の
派

遣
看
護
師
対
策
は
。

病
院
事
業
部
長　

現
在
、
県

か
ら
看
護
師
7
人
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
24

年
度
4
月
以
降
は
協
議
す
る

窓
口
が
な
い
の
で
協
議
し
て

い
ま
せ
ん
。

問　

昨
年
、
一
昨
年
の
看
護

師
募
集
時
の
応
募
状
況
は
。

市
長　

昨
年
は
応
募
者
5
人
、

採
用
3
人
、
一
昨
年
は
応
募

者
4
人
、
採
用
1
人
で
す
。

問　

看
護
師
の
年
齢
層
か
ら

推
測
す
る
と
、
10
年
後
に
看

護
師
が
不
足
し
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
県
立
病
院
か
ら
看
護

師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
県

の
派
遣
に
頼
ら
ず
市
立
病
院

自
前
の
看
護
師
を
年
度
に
こ

だ
わ
ら
ず
採
用
し
て
い
く
べ

き
と
思
い
ま
す
。

市
長　

議
員
指
摘
の
よ
う
に

財
政
が
潤
沢
で
あ
れ
ば
余
剰

人
員
も
抱
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
費
用
対
効
果
と
今

必
要
な
人
数
を
考
え
、
募
集

の
中
で
定
数
を
制
限
し
て
い

ま
す
。

問　

県
か
ら
の
派
遣
看
護
師

で
あ
っ
て
も
人
件
費
は
要
り

ま
す
。
市
立
病
院
自
前
の
看

護
師
採
用
を
検
討
す
べ
き
と

議員
野 名 澄 代

問　

23
年
4
月
か
ら
新
た
に

設
置
し
た
里
海
推
進
室
の
今

年
度
の
予
算
額
1
1
0
0
万

円
を
み
た
と
き
、
私
は
水
産

課
の
職
員
を
増
員
し
、
事
業

着
手
に
い
た
る
段
階
で
里
海

推
進
室
を
設
置
す
れ
ば
よ
い

と
考
え
、
行
政
組
織
の
変
更

議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

問　

公
用
車
適
正
化
計
画
の

中
で
、
稼
働
率
30
％
未
満
の

公
用
車
を
廃
止
し
24
年
度
ま

で
に
1
9
5
台
に
す
る
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何

台
廃
止
し
、
ま
た
、
何
台
購

入
さ
れ
ま
し
た
か
。

市
長　

20
年
9
月
に
2
3
4

台
で
し
た
が
、
23
年
2
月
末

現
在
は
2
1
3
台
で
す
。
21

年
度
は
地
域
活
性
化
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
19
台
の
公
用
車
を
更
新

し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
購
入
に
よ

り
、
低
燃
費
、
低
公
害
へ
の

対
応
や
一
部
排
気
量
の
小
さ

い
車
両
へ
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
更
な
る
維
持
経
費
の
軽

減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

問　

志
摩
市
の
狭
い
道
路
状

況
を
考
え
た
と
き
、
市
内
で

使
う
車
は
軽
乗
用
車
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。
経
費
、
利
便

性
を
考
え
効
率
的
に
走
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
購
入
時
に
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
長　

確
か
に
効
率
的
な
こ

と
と
運
用
を
考
え
た
ら
、
順

次
軽
乗
用
車
に
替
え
ら
れ
る

も
の
は
替
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※　

他
に
非
常
勤
行
政
委
員

　

の
月
額
報
酬
及
び
年
額
報

　

酬
の
見
直
し
を
質
問
し
ま

　

し
た
。

新
体
制
の

行
政
組
織
を

問
う

公
用
車
の

更
新
時
に

軽
乗
用
車
を

里
海
推
進
室
は
部
長
級
を
含

め
た
職
員
4
人
体
制
と
の
こ

と
で
す
が
、
新
た
な
課
の
設

置
に
よ
り
、
ど
こ
か
の
課
の

職
員
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
懸
念
し
て
い
ま

す
。
昨
年
と
比
較
し
て
職
員

数
の
増
減
の
あ
っ
た
課
に
つ

い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

部
長
や
課
は
条
例
で

定
め
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

課
内
に
お
い
て
は
私
ら
の
一

存
で
異
動
さ
せ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
質
問
に
答
え
る
情
報

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど

の
部
署
に
お
い
て
も
職
員
定

数
に
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

里
海
推
進
室
と
い
う
新
た
な

施
策
の
権
限
に
当
た
っ
て
職

員
の
配
置
は
不
可
欠
で
す
。

適
材
適
所
に
職
員
配
置
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

執
行
権
の
と
こ
ろ
ま
で
は
答

弁
で
き
ま
せ
ん
。

問　

私
は
市
長
の
執
行
権
を

侵
そ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
職
員
を
減
ら
し
た
課
が

あ
る
な
ら
ど
の
よ
う
な
事
業

を
減
ら
し
た
の
か
を
聞
き
、

課
の
職
員
数
を
見
据
え
た
中

で
市
全
体
の
事
業
の
動
き
を

見
た
い
と
い
う
思
い
で
質
問

し
て
い
ま
す
。
私
の
質
問
は

市
長
が
お
答
え
で
き
な
い
よ

う
な
難
し
い
、
何
か
秘
密
を

有
す
る
よ
う
な
内
容
で
し
ょ

う
か
。

市
長　

市
長
部
局
と
い
う
こ

と
で
、
私
が
職
員
を
総
括
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
人
事
の

最
中
で
す
の
で
、
昨
年
の
体

制
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

市
立
病
院
の

看
護
師
体
制
の

見
直
し
を

思
い
ま
す
。

市
長　

県
か
ら
の
派
遣
看
護

師
は
順
次
段
階
的
に
減
ら
し
、

自
前
の
看
護
師
を
募
集
し
て

い
く
方
向
に
切
り
替
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

入
院
患
者
さ
ん
が
身
の

回
り
の
収
納
に
困
っ
て
い
ま

す
。
病
室
と
い
う
狭
い
空
間

の
中
で
整
理
整
頓
を
す
る
に

は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
収
納
棚

と
い
っ
た
備
品
が
必
要
で
す
。

市
長
の
お
考
え
は
。

病
院
事
業
部
長　

病
室
に
合

っ
た
も
の
を
早
急
に
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問　

ゴ
ミ
処
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合

に
お
い
て
、
鳥
羽
市
と
志
摩

市
が
共
同
で
、最
終
処
分（
埋

立
等
）
量
が
少
な
く
て
済
む

溶
融
炉
を
建
設
し
、
平
成
26

年
完
成
後
処
理
業
務
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
、
し
尿
処
理
場
建

設
に
お
い
て
、
非
常
に
厳
し

い
放
流
水
の
水
質
を
求
め
ら

れ
た
事
か
ら
、
そ
の
水
質
を

守
る
た
め
に
、
副
産
物
と
し

て
結
晶
固
化
塩
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
結
晶
固
化
塩
の

処
理
に
つ
い
て
、
我
々
は
連

合
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
連

合
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

に
執
拗
に
議
論
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
建
設
業
者
が
責

任
を
も
っ
て
処
理
を
す
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
文
書

で
は
責
任
を
も
っ
て
斡
旋
す

る
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
広
域
連
合
で

の
ゴ
ミ
処
理
特
別
委
員
会
に

お
い
て
い
ろ
い
ろ
と
質
問
を

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
鳥
羽
志
勢
広
域
連

合
に
お
い
て
２
つ
の
溶
融
方

式
を
応
札
す
る
方
向
に
な
っ

議員
山 際 　 優

て
い
ま
す
が
、
最
終
決
定
は

７
名
の
委
員
に
よ
る
技
術
審

査
会
が
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
溶
融
炉
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
、
志
摩
市
の
負
担
が

少
な
く
、
ゴ
ミ
最
終
処
分
量

が
少
な
い
機
種
が
求
め
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
最
終

処
分
場
へ
回
る
量
が
少
な
く

示
さ
れ
て
い
る
と
私
は
感
じ

て
い
ま
す
。
も
し
多
く
出
て

き
た
と
き
に
は
、
新
た
な
処

理
費
用
が
発
生
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
ゴ
ミ
の
種
類
を
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
過
少
申
告
し
た
場
合

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
う
た
っ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
ら
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設

工
事
性
能
発
注
総
合
評
価
落

札
方
式
試
行
要
領
に
よ
っ
て

補
完
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
、ゴ
ミ
質

に
よ
っ
て
そ
の
量
は
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
ゴ
ミ
質
の
カ
ロ

リ
ー
は
千
百
か
ら
２
千
五
百

カ
ロ
リ
ー
の
範
囲
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
辺
の
ゴ
ミ

質
は
水
分
が
多
い
で
す
の
で
、

こ
の
基
準
が
ク
リ
ア
さ
れ
な

か
っ
た
か
ら
と
い
う
抜
け
道

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
技
術
審
査
会

委
員
の
副
市
長
に
お
聞
き
し

ま
す
。

副
市
長　

安
全
性
、
経
済
性
、

そ
し
て
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
低
い
も
の
が
理
想
で

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
心
配
さ
れ
る

の
が
最
終
に
残
る
残
渣
、
こ

れ
に
よ
っ
て
最
終
処
分
場
の

埋
め
立
等
に
も
影
響
さ
れ
ま

す
の
で
、
十
分
認
識
し
た
上

で
、
今
後
の
こ
の
契
約
等
に

つ
き
ま
し
て
も
、
技
術
審
査

会
で
決
め
て
、
広
域
連
合
長

に
提
案
し
ま
す
が
、
し
尿
処

理
場
で
の
、
結
晶
固
化
塩
の

こ
と
の
な
い
よ
う
に
議
論
し

て
い
き
ま
す
。

問　

も
う
一
点
大
事
な
こ
と

は
、
安
全
な
炉
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

溶
融
炉
の
入
札
は
総
合
評

価
方
式
で
、
提
案
に
点
数
を

付
け
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格
に
つ
い
て
は
予
定
価
格

の
70
％
の
価
格
ま
で
認
め
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
低
価

格
で
入
札
し
た
こ
と
に
よ
り
、

伊
賀
市
の
伊
賀
南
部
衛
生
組

合
や
岐
阜
県
多
治
見
市
に
お

い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
よ
う
に
、
志
摩

市
が
採
用
し
て
い
る
Ｐ
計
算

を
１
０
０
点
満
点
と
し
て
金

額
の
上
下
に
よ
り
点
数
が
開

い
て
い
く
方
式
を
提
案
し
ま

し
た
ら
、
そ
れ
は
技
術
審
査

会
が
決
め
る
こ
と
で
す
。
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
考
え

方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

副
市
長　

Ｐ
計
算
云
々
に
な

っ
て
き
ま
す
と
、
市
の
ほ
う

は
当
然
、
率
も
３
分
の
２
で

は
業
者
が
持
た
な
い
と
い
う

こ
と
で
国
、
県
に
合
わ
せ
て

引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
広

域
連
合
の
ほ
う
で
議
論
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

志
摩
市
の
負
担
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

志
摩
市
の
負
担
が
ど
の
程
度

に
な
る
か
と
い
う
と
、
仮
に

入
札
価
格
が
10
億
円
違
っ
た

と
し
ま
す
と
、
お
お
よ
そ
６

割
が
交
付
税
措
置
も
し
く
は

補
助
金
で
出
ま
す
。
残
っ
た

４
億
円
の
内
、
１
億
円
は
鳥

羽
市
の
負
担
で
、
志
摩
市
は

３
億
円
で
す
が
、
合
併
特
例

債
を
使
い
ま
す
と
、
お
お
よ

そ
１
億
で
済
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
間

違
い
の
な
い
判
断
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
安
全
で
、
い

い
物
、
そ
し
て
最
終
処
分
す

る
ゴ
ミ
が
少
な
い
も
の
を
選

ぶ
資
料
と
し
て
申
し
上
げ
ま

す
。
副
市
長
の
見
解
を
お
聞

き
き
し
ま
す
。

副
市
長　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、

や
は
り
ト
ー
タ
ル
的
に
見
て

い
い
物
を
、
そ
れ
と
安
全
性

と
い
う
こ
と
も
含
め
議
論
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問　

平
成
23
年
度
4
月
か
ら

始
ま
る
組
織
改
革
を
ど
の
よ

う
に
検
討
し
た
の
か
。

新
体
制
と
な
る
農
林
水
産
部

と
商
工
観
光
部
の
編
成
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

行
政
改
革
を
推
進
し
、

組
織
機
構
の
見
直
し
を
検
討

す
る
組
織
機
構
専
門
部
会
を

今
年
度
は
３
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
「
里
海
創

生
の
推
進
体
制
」
の
検
討
な

ど
も
協
議
し
ま
し
た
。

里
海
推
進
室
が
産
業
振
興
部

内
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、
組
織

が
肥
大
化
し
複
雑
に
な
る
こ

と
か
ら
、
以
前
議
員
か
ら
提

案
が
あ
り
ま
し
た
産
業
振
興

部
の
再
編
に
つ
い
て
、
里
海

推
進
室
を
置
く
農
林
水
産
部

と
観
光
戦
略
室
が
あ
る
商
工

観
光
部
に
分
割
す
る
組
織
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

問　

新
し
く
農
林
水
産
部
と

な
り
、
農
林
課
と
水
産
課
の

他
に
里
海
推
進
室
が
設
け
ら

れ
、
里
海
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
役
割
は
。

市
長　

推
進
室
体
制
の
中
で
、

部
長
・
課
長
は
そ
の
権
限
が

あ
り
ま
す
。
役
割
と
し
ま
し

て
は
横
断
的
に
各
部
に
相
談

を
か
け
る
と
か
、
意
見
を
聴

取
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
き

ま
す
。

問　

阿
児
特
産
物
開
発
セ
ン

タ
ー
と
片
田
の
志
摩
特
産
物

販
売
施
設
つ
い
て
合
併
以
来
、

整
理
整
頓
が
さ
れ
て
い
な
い

の
は
行
政
の
怠
慢
で
あ
り
ま

す
。
今
後
の
利
活
用
を
考
え

な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

開
発
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
61
年
設
立
の

農
水
産
物
の
生
産
加
工
開
発

で
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る

施
設
で
す
。
補
助
金
償
還
は

す
で
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

販
売
施
設
は
、
平
成
5
年
設

立
の
特
産
物
を
振
興
販
売
す

る
施
設
で
す
。
補
助
金
未
償

還
は
約
8
7
0
万
円
あ
り
ま

す
が
、
財
産
処
分
の
承
認
を

申
請
し
て
い
ま
す
。
両
施
設

と
も
指
定
管
理
を
含
め
た
委

託
運
営
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

約
1
万
3
0
0
0
㎡
の
土
地

で
、
国
道
沿
い
に
あ
る
東
西

両
側
の
山
林
で
あ
り
ま
す
。

西
側
の
土
地
8
0
0
0
㎡
を

利
用
し
て
、
神
明
幼
保
一
体

化
施
設
を
26
年
4
月
の
開
園

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
東
側
の
土
地
は
、
法
律

に
基
づ
き
環
境
保
全
や
景
観

形
成
の
面
か
ら
も
再
評
価
さ

れ
る
「
し
ま
里
山
公
園
整
備

事
業
」
を
立
案
し
ま
し
た
が
、

早
急
な
計
画
実
施
は
困
難
で

あ
り
、
今
後
、
十
分
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
広
い
土
地
に
つ
き
ま

し
て
は
、
篤
志
家
の
「
社
会

福
祉
の
た
め
に
活
用
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
意
思
を
生
か

せ
る
よ
う
に
、
市
に
と
っ
て

有
効
な
活
用
を
し
て
い
き
た

い
。

ま
た
、
公
園
の
地
名
に
名
前

を
冠
す
る
と
か
、
顕
彰
碑
を

建
て
る
な
ど
篤
志
家
の
ご
意

志
が
市
民
各
位
に
伝
わ
る
よ

う
な
形
で
顕
彰
し
た
い
。

問　

広
大
な
土
地
が
市
に
譲

渡
さ
れ
た
経
緯
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

　

こ
の
拡
大
さ
れ
た
公
有
地

の
整
備
計
画
や
実
施
予
定
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長　

平
成
21
年
度
に
篤
志

家
か
ら
の
寄
付
物
件
、
約

1
万
5
0
0
0
㎡
の
土
地

と
買
取
り
希
望
価
格
が

1
0
0
0
万
円
の
購
買
物
件
、

議員
西 﨑 甚 吾
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問　

市
の
自
然
保
護
・
保
全

の
た
め
の
行
政
は
遅
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
野

生
動
植
物
、そ
の
生
息
地
、生

態
系
を
守
り
、
生
物
多
様
性

を
保
つ
。
生
態
系
を
脅
か
す

外
来
種
を
駆
除
す
る
。
こ
の

よ
う
な
活
動
の
多
く
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
ゆ
だ
ね
た
ま
ま
に
な
っ
て
、

市
行
政
と
し
て
は
十
分
に
責

任
を
持
た
ず
に
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
長
は

市
の
自
然
保
護
・
保
全
行
政

の
遅
れ
を
ど
う
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

市
長　

従
来
自
然
保
護
と
し

て
の
施
策
は
、
景
観
保
護
が

主
で
あ
り
、
開
発
工
事
の
制

限
や
水
質
規
制
、
ご
み
の
不

問　

自
然
保
護
・
保
全
を
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
対

象
の
明
確
化
で
す
。
そ
の
た

め
に
自
然
環
境
情
報
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
沿

岸
域
の
総
合
管
理
と
い
う
な

ら
ば
、
海
の
生
物
・
生
態
系

の
調
査
だ
け
で
な
く
、
陸
上

の
動
植
物
も
含
め
て
総
合
的
、

継
続
的
な
情
報
収
集
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
鈴
鹿
市
で

は
、
平
成
15
年
よ
り
市
全
域

を
対
象
と
し
た
地
形
・
地

質
・
動
植
物
の
学
術
総
合
調

査
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
を

つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
を
誇
り
、
新
し
い

里
海
創
生
を
進
め
る
志
摩
市

も
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を
行

い
、
報
告
書
を
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

市
長　

提
案
の
学
術
総
合
調

査
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
過
去
に
実
施
し
た
植
生
調

査
や
環
境
影
響
調
査
の
報
告

書
、
国
立
公
園
管
理
計
画

書
、
環
境
省
と
県
の
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し

て
、
希
少
野
生
動
植
物
の
選

定
、
生
態
や
生
息
環
境
を
確

認
す
る
た
め
に
関
係
機
関
等

へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
か

ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

仕
事
が
欲
し
い
と
い
う

中
小
業
者
の
方
々
の
声
に
答

え
て
、
全
国
2
0
0
近
い
自

治
体
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ

の
助
成
制
度
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
貴
重
な
仕

事
お
こ
し
と
し
て
、
地
域
の

不
況
対
策
と
し
て
、
抜
群
の

効
果
を
上
げ
て
い
る
か
ら
で

す
。
省
エ
ネ
や
耐
震
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
で
リ
フ
ォ
ー

ム
・
増
築
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
家
庭
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
に
か
か
わ
る
仕
事
は

多
方
面
に
わ
た
り
ま
す
。
そ

志
摩
市
の

自
然
保
護
行
政

を
考
え
る

住宅リフォーム
助成制度の
導入を

法
投
棄
の
問
題
な
ど
の
取
り

組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

議
員
指
摘
の
と
お
り
、
現
在

志
摩
市
に
お
い
て
希
少
な
野

生
動
植
物
の
保
護
・
保
全
等

に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど

が
市
民
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
中
で
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

活
動
の
一
例
と
し
て
、
国
立

公
園
の
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
、
月
１
回
ほ

ど
調
査
を
行
っ
て
く
れ
た
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
環
境
保
全
等

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
多
数
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
横
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
や
志
摩
自
然
学
校
な
ど

で
は
、
野
生
動
植
物
の
観
察

会
や
干
潟
や
藻
場
の
再
生
体

験
な
ど
、
市
民
参
画
に
よ
る

自
然
観
察
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

問　

現
在
、
志
摩
市
の
自
然

保
護
・
保
全
の
た
め
の
条
例

と
計
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

現
在
、
志
摩
市
の
自

然
と
環
境
の
保
全
に
関
す
る

条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
６
章
で
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
い
て
条
文
が
あ
り

ま
す
。
第
25
条
で
は
、
水
源

確
保
の
た
め
の
緑
地
等
の
確

保
に
影
響
を
及
ぼ
す
土
地
の

区
画
形
質
の
変
更
を
伴
う

1
0
0
0
㎡
以
上
の
開
発

に
つ
い
て
届
け
出
が
必
要
で
、

こ
の
届
け
出
に
対
し
、
関
係

各
課
か
ら
指
示
事
項
を
提
示

し
、
そ
の
回
答
を
受
理
し
た

後
に
協
定
書
を
締
結
し
て
い

ま
す
。第
19
条
で
は
、建
物
の

用
途
に
応
じ
て
合
併
処
理
浄

化
槽
か
ら
の
放
流
水
に
対
し

て
、
水
質
許
容
限
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
直
接

的
に
は
希
少
な
野
生
動
植
物

の
保
護
に
つ
い
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
自
然
の
形
態
を

維
持
し
な
が
ら
自
然
界
に
必

要
以
上
の
負
荷
を
与
え
な
い

よ
う
に
規
制
し
て
お
り
、
自

然
保
護
の
一
面
も
、
合
わ
せ

持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
平
成
21
年
３
月

に
「
私
た
ち
の
財た

か
ら
も
の産
『
志
摩

の
水
と
緑
』
を
守
り
、
育
て

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
志
摩
市
緑
の
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

議員
坂 口 　 洋

こ
で
、
自
治
体
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
建
設
業
者

等
で
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
工
事

を
行
う
場
合
、
そ
の
工
事
費

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ

が
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
三
重

県
下
で
は
伊
勢
市
が
住
宅
店

舗
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補

助
金
交
付
制
度
と
し
て
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
志

摩
市
も
こ
の
制
度
導
入
に
つ

い
て
導
入
を
検
討
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

志
摩
市
で
は
、
耐
震

補
強
工
事
補
助
、
合
併
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
を
実
施
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
す
で

に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、

何
ら
か
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
市
町
村
の
取
り
組
み
状
況

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
助
成

対
象
工
事
や
施
工
業
者
の
範

囲
な
ど
、
助
成
の
あ
り
方
を

含
め
、
制
度
の
根
幹
部
分
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
現
状
に
つ
い
て
お
た
ず
ね

し
ま
す
。

市
長　

現
在
、
市
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
４
か
所

２
６
０
床
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
常
に
５
０
０
人
程
度
が

入
所
待
ち
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
年
４
月
に
は
鵜
方
地

区
に
新
た
に
50
床
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン

す
る
が
す
べ
て
の
待
機
者
が

解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
待
機
者
の
現
状
に

加
え
、
今
後
の
高
齢
化
の
進

展
や
家
族
の
状
況
を
考
え
る

と
低
価
格
で
入
所
で
き
る
施

設
の
整
備
を
今
後
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
施
設
整

備
を
進
め
て
い
く
と
介
護
保

険
料
の
負
担
も
増
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
、
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
は
高
齢
者
が
な
る
べ
く
住

み
な
れ
た
地
域
の
中
で
生
活

で
き
る
環
境
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
り
な
が
ら
施
設
整
備

に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

伊
勢
神
宮
お
か
げ
横
丁

に
訪
れ
る
観
光
客
を
志
摩
市

に
訪
客
す
る
手
だ
て
が
、
本

年
２
月
５
日
か
ら
週
３
日
間

内
宮
か
ら
志
摩
市
に
運
行
す

る
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
バ
ス
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
、

観
光
基
本
計
画
は
策
定
さ
れ

た
の
か
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

市
長　

伊
勢
神
宮
参
拝
前
後

に
志
摩
市
へ
訪
れ
る
お
客
様

す
べ
て
の
訪
客
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
え
ま
せ
ん
。
原

因
の
一
つ
と
し
て
、
既
存
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た

場
合
に
志
摩
方
面
へ
向
か
う

時
間
の
ロ
ス
と
、
利
便
性
の

低
さ
が
来
訪
客
の
足
を
と
め

て
い
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、移
動
時

間
の
短
縮
や
煩
雑
な
乗
り
か

え
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
直

行
バ
ス
を
本
年
２
月
５
日
よ

り
開
始
し
ま
し
た
。
利
用
状

況
に
つ
い
て
は
10
日
間
運
行

し
た
結
果
計
１
９
９
名
の
利

用
が
あ
り
一
日
平
均
約
20
名

が
乗
車
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
観
光
関
係
事
業
者
が

こ
の
バ
ス
を
上
手
に
利
活
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
さ

ら
な
る
誘
客
に
結
び
つ
く
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
基
本
計
画
は
現
在
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
中
で
、
新
た
に
新
し
い
里

海
づ
く
り
の
理
念
と
戦
略
を

こ
れ
か
ら
の
志
摩
市
ま
ち
づ

く
り
の
核
と
し
て
位
置
づ
け

ま
し
た
。
観
光
面
に
お
い
て

も
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ
と

し
て
そ
の
位
置
を
占
め
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

※　

そ
の
他
、
職
員
提
案
制

　

度
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

　

た
。

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
ど
う
す
る

伊
勢
経
由
志
摩
市

行
き
の
観
光
客
は

増
え
る
の
か

問　

保
育
所
・
幼
稚
園
を
一

体
化
す
る
な
ど
両
施
設
を
あ

わ
せ
て
現
在
の
30
施
設
を
13

施
設
に
平
成
26
年
度
ま
で
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

見
直
し
を
す
る
と
こ
ろ
は
。

市
長　

鵜
方
地
区
は
鵜
方
保

育
所
と
鵜
方
第
二
保
育
所
を

新
築
統
合
し
26
年
４
月
開
園

予
定
と
し
て
い
た
が
、
民
間

の
し
ま
の
杜
保
育
園
の
開
園

に
伴
い
こ
の
二
つ
の
保
育
所

の
統
合
に
つ
い
て
は
見
直
し

が
必
要
。志
摩
地
区
は
、志
摩

支
所
内
に
整
備
す
る
幼
保
一

体
化
施
設
と
並
行
し
て
、
現

行
和
具
幼
稚
園
も
継
続
運
営

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
神
明

地
区
は
、
幼
保
一
体
化
施
設

の
建
設
予
定
地
が
決
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
26
年
４
月
の
開

園
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
磯
部
地

区
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
現

状
維
持
と
し
て
い
た
が
計
画

の
見
直
し
が
生
じ
て
き
た
。

な
お
浜
島
地
区
、
大
王
地
区
、

甲
賀
、
国
府
地
区
の
幼
保
一

体
化
施
設
は
計
画
ど
お
り
整

備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

問　

磯
部
地
区
の
計
画
で
は

三
保
育
所
、
一
幼
稚
園
は
現

状
の
ま
ま
で
す
。
ひ
の
で
が

丘
、
下
之
郷
保
育
所
は
充
足

率
も
低
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
将
来
的
に
は
ひ

ま
わ
り
保
育
所
へ
の
統
合
を

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
下
之
郷
保
育
所
は
耐
震

基
準
が
満
た
さ
れ
て
な
い
危

険
な
建
物
で
す
。
見
直
し
の

具
体
的
な
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　

協
議
を
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
見
直

し
を
図
り
提
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

磯
部
幼
稚
園
と
合
わ
せ

て
幼
保
一
体
化
施
設
を
新
築

す
る
と
い
う
形
が
一
番
い
い

と
思
い
ま
す
が
。

市
長　

磯
部
地
区
に
つ
い
て

は
幼
保
一
体
化
施
設
整
備
に

つ
い
て
速
や
か
に
計
画
の
見

直
し
に
着
手
し
、
26
年
を
目

途
と
し
て
指
示
を
し
ま
し
た
。

保育所・幼稚園の
３年後の姿は

議員
谷 口 　 覚

下
之
郷
保
育
所
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問　

真
珠
産
業
が
復
活
す
る

こ
と
は
願
っ
て
は
い
ま
す
が
、

一
向
に
回
復
の
様
子
も
な

く
、
廃
業
し
た
り
、
転
業
し

た
り
、
市
外
に
働
き
に
出
て

い
る
方
々
が
多
く
い
る
現
状

で
あ
り
ま
す
。
立
派
な
湾
が

あ
る
の
で
す
か
ら
、
何
と
か

新
し
い
地
場
産
業
と
し
て
の

養
殖
品
種
、
既
存
の
筏
を
利

用
し
て
で
き
る
品
種
が
な
い

も
の
な
の
か
、
ア
カ
ガ
イ
な

ど
の
新
し
い
品
種
で
、
志
摩

市
の
水
産
業
と
し
て
、
地
場

産
業
と
し
て
、
養
殖
屋
さ
ん

だ
け
じ
ゃ
な
し
に
地
域
の
人

が
そ
う
い
っ
た
養
殖
も
で
き

る
、
英
虞
湾
の
漁
場
の
枠
組

み
、
こ
う
い
う
も
の
を
漁
協

と
相
談
し
て
や
っ
て
い
く
の

も
一
つ
の
手
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

真
珠
養
殖
発
祥
の
海

で
あ
る
英
虞
湾
の
養
殖
事
業

者
が
世
界
的
な
経
済
の
停
滞

な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
る
中
、

志
摩
市
で
の
ア
オ
サ
の
生
産

量
は
全
国
の
約
４
割
を
占
め
、

比
較
的
顕
著
で
真
珠
養
殖
か

ら
転
業
さ
れ
る
方
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
新
た
な
養
殖
品

種
の
転
換
へ
の
導
入
は
い
か

が
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
方

向
転
換
を
し
て
新
し
く
生
き

る
道
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る

の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
決

し
て
行
政
は
手
を
こ
ま
ね
い

て
る
わ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
手
だ
て
を
講
じ
な
が
ら
い

問　

こ
の
時
期
に
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
ー
開
設
と
は
い
い
ん
か

な
と
い
う
市
民
の
批
判
も
あ

り
ま
す
。
自
治
会
、
観
光
協

会
な
ど
の
要
望
で
市
長
も
決

断
さ
れ
た
、
そ
の
思
い
を
市

長
に
問
い
ま
す
。

市
長　

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

美
術
資
料
収
集
、
保
存
、
展

示
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に

美
術
文
化
の
創
造
と
普
及
の

場
を
提
供
し
、
美
術
文
化
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
し
た
施
設
で
あ
り
ま
す
。

ろ
ん
な
場
面
場
面
で
議
論
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
経
済
の
不
況
に
は
、

抗
す
べ
く
も
な
く
今
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
ア

カ
ガ
イ
養
殖
だ
と
か
い
ろ
ん

な
話
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た

け
ど
も
、
中
に
は
実
際
に
取

り
か
か
っ
た
り
し
て
い
る
業

者
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り

ま
す
け
ど
も
、
そ
れ
を
系
統

的
に
市
の
ほ
う
で
応
援
し
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
現
状
も
見
な
が
ら

ほ
ん
と
に
ど
の
姿
が
あ
る
の

か
探
し
て
お
り
ま
す
。
行
政

が
声
か
け
を
す
る
と
同
時
に

そ
う
い
っ
た
こ
と
の
受
け
皿

と
な
る
民
間
の
団
体
が
必
要

で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
団
体
に
つ
い
て
も
こ
れ

か
ら
、
今
ま
で
も
や
っ
て
お

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
さ
ら
に

漁
業
と
か
、
真
珠
業
に
声
か

け
な
が
ら
そ
の
経
営
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

問　

里
海
創
生
は
、
志
摩
市

に
と
っ
て
ほ
ん
と
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
立
派

な
施
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

や
り
遂
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
策
で
あ
り
、
政

策
で
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、

今
、
現
在
市
民
が
一
番
望
ん

で
い
る
の
は
景
気
の
向
上
、

生
活
の
安
定
、
将
来
に
希
望

が
持
て
る
志
摩
市
な
の
で
す

よ
。
志
摩
市
が
漁
協
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
英
虞
湾
で
の

産
業
を
興
す
、
そ
し
て
豊
か

に
な
る
よ
う
な
努
力
を
す
べ

き
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
の

一
つ
の
案
と
し
て
、
英
虞
湾

で
今
研
究
し
て
い
る
方
々
が

い
る
ん
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

水
産
課
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
が
ど
う
か
。

産
業
部
長　

地
元
で
や
り
た

い
、
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た

い
と
い
う
こ
と
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
当
然
そ
の
要
望
等
挙

げ
て
い
た
だ
く
中
で
、
そ
の

中
で
支
援
で
き
る
も
の
の
仕

分
け
、
行
政
の
支
援
で
き
る

部
分
、
あ
る
い
は
、
地
元
が

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
部
分
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
分
け
を
し
ま
し

て
、
協
議
・
連
携
に
つ
き
ま

し
て
は
、
順
次
し
て
ま
い
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

問　

地
域
の
こ
と
は
地
域
で

ほ
ん
と
に
実
践
を
し
て
い
る

の
が
自
治
会
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
６

年
、
10
年
た
っ
て
き
た
、
経

過
を
た
ど
っ
て
い
く
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
会
長
を
や
る
人
、

や
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
で
い
い
ん

か
な
と
い
う
思
い
が
あ
る
わ

け
な
の
で
す
ね
。
特
に
、
連

絡
所
が
な
く
な
る
と
い
っ
た

よ
う
な
時
に
、
ど
う
し
て
い

く
ん
や
ろ
な
と
い
う
思
い
で

す
、
市
長
は
そ
う
い
う
こ
と

を
理
解
を
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

市
長　

そ
の
よ
う
な
状
況
ど

こ
で
も
今
同
じ
状
況
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
若
者
が
少
な
く

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
提

案
等
い
ろ
い
ろ
出
て
ま
い
り

ま
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
挙
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ
に
対

応
す
る
協
議
等
に
つ
き
ま
し

て
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
る
中
で
、
な
か
な
か
に
自

治
会
の
会
長
と
か
、
役
を
決

め
る
方
々
が
大
変
人
選
に
は

苦
労
し
て
る
の
は
、
大
方
ど

こ
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
と

か
、
自
治
と
い
う
本
市
の
中

で
そ
う
い
っ
た
方
々
に
は
再

度
地
域
の
活
性
化
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

自
治
会
の

現
状
と
今
後

大
王
美
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
設
の
意
味

議員
濵口三代和
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阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　

施
設
修
繕
・
改
修
費

　

阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
20

ト
ン
炉
再
燃
焼
室
の
耐
火
材

が
損
耗
し
て
い
る
た
め
取
り

替
え
、
強
度
が
低
下
し
て
い

る
煙
突
を
改
修
し
ま
す
。

と
も
や
ま
公
園
内
の

　
　
　
　
　
　

施
設
改
修
費

　

と
も
や
ま
公
園
内
の
設
備

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
野
球
場
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
、
プ
ー
ル
の
ろ
過
装
置

の
配
管
、
屋
内
運
動
場
の
照

明
を
改
修
し
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
整
備
事
業
費

　

磯
部
支
所
を
歴
史
民
俗
資

料
館
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

１
階
の
現
在
の
支
所
の
部
分

を
歴
史
民
俗
資
料
館
に
改
修

し
ま
す
。

磯部支所

　

平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
を
２
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
国
で
地
域
活
性
化
交
付
金
の
交
付
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
交
付
金
事
業
を
抽
出
し
た
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
１
３
６
０
万
円
を
追
加
し
、

２
５
２
億
８
２
８
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

第1回臨時会（2月1日開催）

主な交付金事業の内容は

＜きめ細かな交付金事業＞
　・阿児清掃センター施設修繕・改修費・・・・・・ 4312万円
　・文岡中学校校舎屋上の防水等修繕費・・・・・・ 3530万円
　・ともやま公園内の施設改修費・・・・・・・・・ 3486万円
　・エアコン設置費（ひのでが丘・立神保育所） ・ ・・ 2499万円
　・大王公民館空調設備改修費・・・・・・・・・・ 2442万円
　・阿児地区コミュニティセンター修繕費・・・・・ 1706万円
　・パークゴルフ場コース改修費・・・・・・・・・ 1541万円
　・渡鹿野島開発総合センターの雨漏り修繕費・・・ 1411万円

＜住民生活に光をそそぐ交付金事業＞
　・歴史民俗資料館整備事業費・・・・・・・・・・ 8547万円
　・図書等購入費（阿児ライブラリー）・・・・・・・ 1011万円
　・小学校備品購入費・・・・・・・・・・・・・・ 546万円
　・中学校備品購入費・・・・・・・・・・・・・・ 345万円
　・幼稚園備品購入費・・・・・・・・・・・・・・ 110万円

○「きめ細かな交付金」　　　　・・・2億252万円
　＝地域の活性化ニーズに応じて、きめ細かな事業を実施できるよう支援を行う交付金
○「住民に光をそそぐ交付金」　・・・　8485万円
　＝これまで光が十分に当てられてこなかった消費者行政、弱者対策、自立支援、
　　知の地域づくりなどの分野に対する取り組みを支援する交付金

2億8737万円

地域活性化交付金

交付される!!
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第2回臨時会（4月21日開催）

東北地方太平洋沖地震    
津波被害への支援へ

議 案 の 審 議 結 果 一 覧 表
番　号 議　　案　　名 議決結果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度志摩市一般会計補正予算（第８号）） 賛成多数 可決
承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（志摩市国民健康保険税条例の一部改正について） 賛成全員 可決
承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（志摩市国民健康保険条例の一部改正について） 賛成全員 可決
議案第42号 平成23年度志摩市一般会計補正予算（第１号）について 賛成全員 可決

　平成23年第２回臨時会を４月21日に開催しました。
　臨時会では、市長から専決処分案３件と平成23年度一般会計補正予算案１件が提案され、原案のとお
り可決しました。
　これに伴い、平成23年３月11日に発生しました東北地方太平洋沖地震による津波により、被害をうけ
た志摩市のカキ・ノリ・真珠養殖施設などの漁業機能の早期回復および被災地地方公共団体に対する支
援がなされることとなりました。

＜平成22年度志摩市一般会計補正予算＞
　歳入：各種譲与税および交付金の確定に伴う予算調整
　歳出：合併特例債充当事業等の完了に伴う起債借入額の調整および事業費の精算

＜志摩市国民健康保険税条例の一部改正＞
　平成23年度地方税制改正に伴う国民健康保険税に係る課税限度額の引き上げについての改正

＜志摩市国民健康保険条例の一部改正＞
　出産育児一時金の支給額についての改正

＜歳入＞
　・大規模地震津波災害緊急対策事業交付金・・・・・・・ 1675万円
　・財政調整基金繰入金・・・・・・・・・・・・・・・・ 2121万円

＜歳出＞
　・災害救助費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・437万円
　・災害備蓄用品消耗品費・・・・・・・・・・・・・・・・344万円
　・大規模地震津波災害緊急対策事業補助金・・・・・・・ 3015万円

専決処分の内容

補正予算の内容
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政
務
調
査
費
は
、
議

員
が
調
査
研
究
に
資
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
地
方

自
治
法
お
よ
び
条
例
に

基
づ
い
て
会
派
に
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
交
付
額
は
年
間

12
万
円
に
会
派
所
属
議

員
数
を
乗
じ
た
金
額
で

す
。）会派

は
、
政
務
調
査

費
の
支
出
の
証
拠
書
類

等
を
整
理
保
管
し
、
一 

年
分
の
収
支
報
告
書
と

調
査
研
究
実
績
報
告
書

を
議
長
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
議
会
事
務
局

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
交
付
さ
れ
た

調
査
費
で
不
要
額
が
生

じ
た
と
き
は
、
市
に
返

還
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

支出額は 127万8千301円

項　　目 内　　　容 金額（円）

研 究 研 修 費

・会派が研究会、研修会等を開催するために
必要な経費
・会派が所属する議員等が他の団体の開催す
る研究会、研修会等に参加するために要する
経費

368,720

調 査 旅 費
会派が行う調査研究活動のために必要な先進
地調査、現地調査に要する経費

645,938

資 料 作 成 費
会派が行う調査研究活動のために必要な資料
の作成に要する経費

117,000

資 料 購 入 費
会派が行う調査研究活動のために必要な図書、
資料の購入に要する経費

43,530

広 聴 費
市政、会派の政策等に対する市民からの要望、
意見等を会派が聴取するための会議に要する
経費

0

そ の 他 の 経 費
上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に
必要な経費（チラシ等）

103,113

合　　　　　　　　計 1,278,301

項目別政務調査費支出額

平成22年度　　　　　　　　　　　　　  の支出状況政務調査費
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各
会
派
の

主
な
活
動
内
容

○
地
方
自
治
法
の
抜
本

的
な
改
正
に
つ
い
て

研
修
（
東
京
都
千
代

田
区
）

○
福
祉
行
政
に
つ
い
て

研
修
（
東
京
都
千
代

田
区
）

○
磯
焼
け
対
策
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
全
般

と
成
果
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
（
北
海
道

増
毛
町
・
寿
都
町
）

○
鉄
鋼
ス
ラ
グ
及
び
製

品
の
説
明
と
成
果
等

に
つ
い
て
（
北
海
道

室
蘭
市
）

○
地
域
医
療
を
守
り
・

育
て
る
住
民
活
動
全

国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
０
（
東
京
都

千
代
田
区
）

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入

に
伴
う
基
地
病
院
に

つ
い
て
の
調
査
（
大

阪
府
岸
和
田
市
）

○
紀
の
川
市
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
の
視

察
調
査
（
和
歌
山
県

紀
の
川
市
）

○
Ｊ
Ａ
紀
の
里
運
営

「
め
っ
け
も
ん
広
場
」

の
視
察
調
査
（
和
歌

山
県
紀
の
川
市
）

○
近
畿
大
学
水
産
研
究

所
に
お
け
る
魚
類
人

工
孵
化
・
養
殖
事
業

の
視
察
調
査
（
和
歌

山
県
白
浜
町
）

○
株
式
会
社
旬
材
の
視

察
調
査
（
大
阪
府
吹

田
市
）

○
第
６
回
全
国
自
治
体

議
会
改
革
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
大
阪
府

天
王
寺
区
）

○
地
域
資
源
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
振
興

策
に
つ
い
て
調
査
研

修
（
志
摩
市
）

○
会
報
誌
発
行

会派所属議員　　◎：代表

◆フォーラム未来（８人）：◎�杉木　弘明、谷口　　覚、山際　　優、森　　　昶、上村　繁子、
山下　　弘、西﨑　甚吾、中川　弘幸

◆志　　清　　会（５人）：◎濵口三代和、杉本三八一、小河　光昭、小田　幸道、森本　雅太
◆新　　　　　星（４人）：◎福田　和義、松尾　忠一、井上　裕允、中村　和晃
◆正　　流　　会（１人）：◎野名　澄代
◆日 本 共 産 党（１人）：◎坂口　　洋
◆新　政　し　ま（１人）：◎高岡　英史
　会派無所属議員　　　：村瀬　利嗣、助田　時夫　　　　　　　　　  平成23年3月31日現在

会　派　名 交付額（円） 支出額（円） 返還額（円）

フォーラム未来 960,000 662,276 297,724
志 清 会 680,000 152,777 527,223
新 星 480,000 406,458 73,542
新 政 し ま 90,000 56,790 33,210
日 本 共 産 党 0 0 0
正 流 会 0 0 0

合　計 2,210,000 1,278,301 931,699

会派別政務調査費交付額・支出額
H22年４月～H23年３月分

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
地
の
皆
様
と
そ

の
ご
家
族
の
皆
様
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
に
お
い
て
、

日
夜
を
問
わ
ず
災
害
対
策
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
、
深
く
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

被
災
地
に
お
い
て
は
一
日

も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

志
摩
市
議
会
で
は
、
義
援

金
45
万
円
を
全
国
市
議
会
議

長
会
を
通
じ
て
送
金
し
ま
し

た
。

《東日本大震災》
志摩市議会も
義援金!!
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この広報紙は、古紙配合率40％、白色度83％の再生紙と、
環境にやさしい大豆インクを使用しています。

編

集

後

記

「
海
」　

地
球
の
面
積
の
７

割
を
占
め
、
こ
の
志
摩
市
に

お
い
て
も
多
く
の
恩
恵
を
授

か
る
こ
と
で
、「
御
食
つ
国

　

志
摩
」
と
し
て
繁
栄
し
て

き
ま
し
た
。

 

ま
た
時
に
は
大
き
く
牙

を
む
き
、
自
然
の
力
を
ま
ざ

ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
新
し
い
里
海
創

生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
ま

た
大
き
な
災
害
か
ら
命
を
守

る
こ
と
な
ど
、 

未
来
へ
向
け

て
真
剣
に
「
海
」
と
の
関
わ

り
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

未
来
に
続
く
共
存
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
取
組
み
、
お

伝
え
を
し
て
い
き
ま
す
。

中
村 

和
晃

《
開
催
日
時
》

　
平
成
23
年

５
月
31
日
〜
６
月
27
日

《
開
催
場
所
》

本
庁
舎 

6
階 

議
場
・
委
員
会
室

※�

審
議
内
容
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
月

１
日　

第
１
回
臨
時
会

　
　
　

議
員
総
会

15
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視

察
研
修
（
愛
知
県
海
部
郡

蟹
江
町
）

17
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
員
総
会

　
　
　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

　
　
　

協
議
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

28
日
～
３
月
24
日　

第
１
回
定
例

会

3
月

８
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

10
日　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

11
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

14
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日
〜
17
日　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

4
月

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

第
２
回
臨
時
議
会

22
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

5
月

17
日　

全
員
協
議
会
・
議
員
総
会

31
日
～
６
月
27
日　

第
２
回
定
例

会

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会
■

委 

員 

長　

坂
口　
　

洋

副
委
員
長　

濵
口
三
代
和

委　
　

員　

中
村　

和
晃

委　
　

員　

村
瀬　

利
嗣

委　
　

員　

中
川　

弘
幸

委　
　

員　

森
本　

雅
太

委　
　

員　

上
村　

繁
子

志
摩
市
で
ぴ
か
っ
と
ひ
か
る
人
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
志
摩
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

豊
か
な
自
然 

と
恵
ま
れ
た
食
材
・
き
れ
い
な
空
気
・
夜
に
空
を
見

上
げ
れ
ば
満
天
の
星
、そ
し
て
空
気
ま
で
都
会
の
生
活
で
は
感
じ
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。地
域
の
皆

さ
ん
の
温
か
さ
や
子
ど
も
達
の
素
直
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
友
人
と
好
き
な
音
楽
を
演
奏
で
き
る
こ
と
も
こ
ち
ら
で
の
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

●
最
近
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

志
摩
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
方
た
ち
は
、
自
分
の
ま
わ
り
に
あ
る
景

色
や
自
然
の
豊
か
さ
や
心
の
優
し
さ
等
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
い
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
、
良
い
所
や
美
味
し
い
食
べ
物
を
皆
さ
ん

に
勧
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
明
る
く
、
き
れ
い
な
瞳
は
と
て
も
印
象
的
で
す
。

●
志
摩
市
で
の
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト（
景
色
等
）が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

つ
い
夏
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
が
ち
な
海
で
も
四
季
折
々
の
美

し
さ
が
あ
り
、
私
は
国
府
白
浜
か
ら
真
冬
に
観
る
朝
日
が
好
き
で
す
、

た
ま
に
富
士
山
も
み
え
ま
す
。
あ
ず
り
浜
か
ら
観
る
夕
日
も
い
い
で

す
ね
。
ま
た
、
磯
部
町
築
地
に
あ
る
石
壁
の
風
景
は
他
市
県
か
ら
訪

ね
て
来
る
友
人
に
も
紹
介
し
た
い
場
所
で
す
。

●
今
後
の
志
摩
市
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

初
め
て
来
ら
れ
た
観
光
客
に
声
を
か
け
て
景
色
や
食
事
の
ほ
か
に
、

お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い 

。
志
摩
で
の
あ

た
た
か
い
出
会
い
は
い

つ
ま
で
も
思
い
出
に
残

り
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
よ
・
・
私

の
よ
う
に
住
み
着
く
か

も
ね
。

定

次

例

回

会

予

の

定

「しまし議会だより」はボラン
ティア団体のご協力で、視覚障
がいのある人に音訳（朗読）テ
ープによる広報をお届けしてい
ます。

撮
影
（
東
山
迪
生
）

志摩市へ移住して １年 門 原 頌 さん


